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図 SWOT 分析のマトリックス

プラスに作用 マイナスに作用

内部要因 Strengths（強み) Weaknesses（弱み)

外部要因 Opportunities（機会) Threats（脅威)
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連載
ヘルスサービスリサーチ

ヘルスサービス提供計画の分析ツール

―SWOT 分析と Gunn の完全実施の条件

筑波大学 医学医療系 保健医療政策学・医療経済学 近藤 正英

はじめに

現代のヘルスサービスは保健システムのなかで組

織によって提供されている1)。ヘルスサービスは多

種多様であるが，その提供組織は医師や看護師とい

った専門職とそれらを管理あるいは支援する一般職

から構成され，施設や設備といった資本的基盤に依

っていることが多い。こうしたヘルスサービス提供

組織は，それぞれの目的の達成のためにサービス提

供を実行・実施しており，こうした営みは計画論の

立場からは，いわゆる PDCA サイクルにおける Do
（実行）や，合理的計画循環モデルにおける

Implementation（実施）ととらえることができる2)。

単純な循環的計画モデルでは，サービス提供の実

行・実施は事後に Check（点検）や Evaluation（評

価）を受け，その結果によって引き続きサービス提

供計画が更新されると説明されることが多い。ま

た，点検・評価についてはサービス提供の目的の達

成度や健康アウトカムの観点が強調されることが多

い。しかし，より良いサービス提供の実行・実施の

実現のための点検・評価としては，組織のサービス

提供計画そのものに着目した分析も必要であろう。

さらに，戦略的な計画論に立てば，サービス提供計

画の事前分析も必要であろう。つまり，どのように

したら組織としてのサービス提供がうまくいくの

か，どうしてうまくいかなかったのか，といった疑

問に答える方法が求められるのである。

このような問題意識をもって本稿では，ヘルス

サービス提供計画の分析ツールとして，SWOT 分

析と Gunn の完全実施の条件の二つを紹介する。

SWOT 分析

SWOT 分析とは，Strengths（強み），Weaknesses
（弱み），Opportunities（機会），Threats（脅威）の

四つの英単語の頭文字をとったものである。この

ツールは経営学やビジネスの分野で広く使われてき

ており，例えば経営学修士（MBA）のカリキュラ

ムにはよく取り入れられている。基本的には，戦略

的な意思決定を行う個人や組織が状況と組織を分析

する手法であり，目的を達成するために重要な内部

の要因と外部の要因を明らかにして，個人や組織の

戦略を見直すためのものである3)。Strengths（強み）

と Weaknesses（弱み）は個人や組織の内部の要因

であり，それぞれ目的達成にプラスに働くものとマ

イナスに働くものである。また，Opportunities（機

会）と Threats（脅威）は外部の要因であり，それ

ぞれ目的達成にプラスに働くものとマイナスに働く

ものである。

具体的には図 1 に準じたマトリックスにまとめ

て，戦略を見直す。その際に着目するポイントは，

1) Strengths（強み）は何か また，強みが活

かせるか

2) Weaknesses（弱み）は何か また，弱みが

克服できるか

3) Opportunities（機会）は何か また，機会

が利用できるか

4) Threats（脅威）は何か また，脅威が取

り除けるか，防御できるか

である。

SWOT 分析は公衆衛生や医療の分野でも応用さ

れてきている。例えば，Uscher-Pines 等は，アメリ

カでの20042005年のインフルエンザワクチン不足

を受けて，SWOT 分析によって対策を検討してい

る4)。五つの研究チームがワクチン供給問題に関す

る文献レビューとブレインストーミングを行い，政

府の取るべき戦略を提言した。また，タイでは，

Wangkahat 等が，全国の衛生検査所で取られてい

るクオリティーコントロール戦略に SWOT 分析を

用いて，その改善策を提言した5)。日本でも，地域
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表 Gunn の完全実施の条件

1．実施組織を無力化するような外部条件が存在しな

いこと。

2．計画に十分な時間と資源が利用可能なこと。

3．計画に必要な資源が全体として足りているのみで

はなく，実施過程の段階毎に必要になる資源のセ

ットが利用可能なこと。

4．実施計画で仮定している因果関係が理論的に正し

いこと。

5．因果関係が直接のものであること，あるいは，介

在する要因があるとしても限られていること。

6．実施組織が他組織に依存しなくても単独で目的達

成可能なこと，あるいは，他組織の関与が必要な

場合でも依存する要因の量と質が限られているこ

と。

7．実施の全段階を通じて達成すべき目的についての

完全な理解と合意が存在していること。

8．共通の目的に向かって参加者が果たすべき役割の

詳細と手順が完全に規定されていること。

9．計画に関与する総ての参加者と組織の間に完全な

コミュニケーションとコーディネーションが成立

していること。

10．責任者の命令に対して完全な遵守が得られること。

［8］より筆者作成。

416 第59巻 日本公衛誌 第 6 号 2012年 6 月15日

医療の分野などで応用されるようになってきてい

る6,7)。

SWOT 分析は四つのポイントに着目した単純な

ツールであり，その単純さ故に汎用性が高いという

ところが長所であろう。しかし，現実が複雑で単純

化が難しいというところに SWOT 分析の弱点があ

るだろう。例えば，要因の作用がマイナスかプラス

かの判断が難しいことがある。組織が少数精鋭から

なっている場合は，サービスの質を考えれば強みと

もとらえられるが，スループットを考えれば弱みと

もとらえられるだろう。

Gunn の完全実施の条件

Gunn の完全実施の条件8)は，後述するように十

の条件があるという点で前述した四つのポイントに

着目する SWOT 分析と比較するとより複雑なツー

ルである。このツールは行政学の分野で知られてき

ているものである。基本的には行政的な施策の実施

計画を吟味するためのものであるが，いろいろな組

織のサービス提供計画にも用いることができる。こ

れは完全実施の条件と呼ばれるように無謬な実施計

画が備えているべき条件を並べたものである。使い

方としては，吟味の対象である実施計画が完全実施

の条件からどのように乖離しているかを検討し改善

の方策を考える。乖離していると見なすことができ

るポイントこそが，計画の目的達成の障害となる可

能性を孕むものである。ロジックとしては，ミクロ

経済学理論で現実の市場を完全競争市場の条件との

乖離から検討して市場の失敗を考えることと似てい

る。

表 1 が 1.～10. の Gunn の完全実施の条件である。

SWOT 分析と対照しながらレビューすれば，1.
「実施組織を無力化するような外部条件が存在しな

いこと。」は，外部の要因に関する条件で Threats
（脅威）が存在しないという Opportunities（機会）

にあたるだろう。2.「計画に十分な時間と資源が利

用可能なこと。」と3.「計画に必要な資源が全体と

して足りているのみではなく，実施過程の段階毎に

必要になる資源のセットが利用可能なこと。」は，

資源配分という内部の要因に関する条件で

Strengths（強み）があり Weaknesses（弱み）がな

いということにあたるだろう。4.「実施計画で仮定

している因果関係が理論的に正しいこと。」と 5.
「因果関係が直接のものであること，あるいは，介

在する要因があるとしても限られていること。」は，

計画で仮定している因果関係に関する条件である

が，前者と後者の前半は内部要因としての

Strengths（強み）にあたり，後者の後半つまり「介

在する要因があるとしても限られていること。」は

外的要因としての Opportunities（機会）にあたる

だろう。6.「実施組織が他組織に依存しなくても単

独で目的達成可能なこと，あるいは，他組織の関与

が必要な場合でも依存する要因の量と質が限られて

いること。」も，外的要因としての Opportunities
（機会）にあたるだろう。7.「実施の全段階を通じ

て達成すべき目的についての完全な理解と合意が存

在していること。」と 8.「共通の目的に向かって参

加者が果たすべき役割の詳細と手順が完全に規定さ

れていること。」と 9.「計画に関与する総ての参加

者と組織の間に完全なコミュニケーションとコーデ

ィネーションが成立していること。」は，内外の要

因両方に関わる条件で Strengths（強み）と Oppor-
tunities（機会）にあたるだろう。最後に10.「責任

者の命令に対して完全な遵守が得られること。」は，

内的要因としての Strengths（強み）にあたるだろ

う。

Gunn の完全実施の条件の公衆衛生や医療の分野

での応用は比較的限られているが，例えば，Harri-
son は，1990年代前半に根拠に基づいた医学（EBM）

の普及の可能性を Gunn の完全実施の条件を用いて

検討し9)，当時利用可能であったエビデンスは

EBM の実践には必ずしも適したものではなかった

ことなどを指摘した。また，日本でも応用が試みら
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れている10)。

Gunn の完全実施の条件は，十に及ぶ長いリスト

で，SWOT 分析と比較すると使い方が難しいだろ

う。しかし，戦略的にサービス提供計画を改善する

ためには，より具体的に多くの果実を期待できるも

のだろう。ただし，付け加えておきたいことは

‘Gunn の完全実施の条件’は完全ではないという

ことと，現実には‘完全な実施計画’を立てること

はできないということである。SWOT 分析につい

てもいえることだが，応用するにあたってはツール

の限界を理解することが重要である。

おわりに

ヘルスサービス提供計画の分析ツールとして

SWOT 分析と Gunn の完全実施の条件の二つを紹

介した。より良いサービスの提供の実現はヘルス

サービスリサーチの目的の一つであろう。このため

には戦略的なサービス提供計画を事前に吟味するこ

とが肝要であり，経営学や組織研究のツールが有用

であると考えられる。今回紹介した二つのツールに

限らず多様なツールの適切な応用が今後期待される。
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